
≪7/1　現在加入総数　3,210 名≫

2021年度の主な活動報告 2022年度の主な方針

●制度保障の見直しを実施
2020 年実施したアンケート調査報告のまとめを各
連合組織を通じて各団体に配布しました。（連合組
織のない地域の団体には直接配布しました。）持続
可能なワーカーズ共済を目指し、11 月末より制度
保障検討チームを 5 回実施し、保障の見直しを行
いました。

●第８回事務委託組織交流会
11 月 7 日（日）オンラインにより開催し取締役 4
名含め北海道から関西までの連合組織の代表者 19
名が参加しました。2020 年度実施したアンケート
調査報告をもとに意見交換を行いました。メンバー
の高齢化、新規ワーカーズの設立が難しい等現在
の課題とともに保険料をだれが負担するかという
点も意見交換しました。ワーカーズ自らが保障を
作っていくという観点が必要ということを改めて
確認しました。

●個人加入
個人加入は問い合わせが 57 件あり期首 4 名から
18 名加入し、脱退 2 名、合計 20 名となりました。
脱退した方は介護のために仕事を辞める、働く時
間数が増えたといった理由でした。

1982年にワーカーズが誕生して以来、ワーカーズの
活動・事業、働く状況・社会環境も変化してきまし
た。ワーカーズ共済は一環してワーカーズメンバー
の働きをサポートしてきましたが、メンバーの高齢
化・分配金の増加により保険金も増加し続けていま
す。継続可能なワーカーズ共済を目指し、今年度は
制度保障内容の改定を提案する予定です。

●加入促進
年度末（3月1日）　3,282名を目指します。各ワーカー
ズ連合組織と連携・協力し加入拡大を推進していき
ます。また個人加入は、ワーカーズの配偶者、子ど
もおよび全単協の組合員、配偶者、子どもへ拡大を
行い、ワーカーズと組合員のおたがいさまの助けあ
いを拡げていきます。

●制度保障改定を提案
9 月以降に制度保障内容の改定を提案する予定です
が、各連合組織、加入団体に向けてできる限り多く
説明する場を設定していきます。

●広報・宣伝の強化
加入者に向けて現在は隔月で「共済だより」を発行
していますが、ワーカーズ共済の情報が加入者 1 人
1 人に届くように今年度は広報ツールの見直しを行
います。

6月22日第1１回株主総会が終了しました。2021年度3,257名となり、ワーカーズの
皆さんのご支援・ご協力のおかげにより今年度の目標を達成することができました。
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コロナ感染・濃厚接触者で休業した場合
病気休業の申請ができます

最近では、 コロナ感染者数も落ち着いてはきていますが、 まだまだコロナ関連の申請が多くあり
ます。 ワーカーズ・コレクティブ共済は、 コロナ感染はもちろんのこと、 家族が感染して濃厚
接触者になった時も、 病気休業の申請ができますので、 お問い合わせ下さい。

休業期間について

コロナ申請に添付する資料について

その日から休業となり、公的機関
からの療養期間が休業期間

★本人がコロナ感染となった場合

朝起きたらだるく、熱を測ったら 37.5C
あったので病院へ行き PCR 検査を受けたら
陽性と判明した。

☆家族がコロナ感染し濃厚接触者となった場合

同居のご家族が熱を出し、
PCR 検査でコロナ陽性と
なった。

ご家族がコロナ陽性と
診断された日から濃厚
接触者定義の休業期間

保健所より濃厚接触者
として自宅待機の指示
があった。

・療養証明書
・保健所より療養期間証明書
・自主療養届
・病院の領収書（診療明細書））

・その他（勤務表・分配金明細書）

いずれか。
※資料がない場合は
ご相談下さい。

2022/1 月から 6月までの
コロナ関連申請者数内訳

75 件

58 件

1件

コロナ感染者

コロナ濃厚接触者

コロナ感染後の後遺症


